
『
常
陸
国
風
土
記
』

地
名
起
源
伝
承
考

「
古
老
相
伝
」
を
め
ぐ
っ
て

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
各
国
の
風
土
記
と
同
じ
く
『
続
日
本
紀
』
に
記
さ

れ
る
『
風
土
記
』
撰
進
の
官
命
を
受
け
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
同
時
に
、
現
在
み
る
こ
と
の
で
き
る
『
常
陸
国
風
土

記
』
は
、
「
以
下
略
之
」
「
已
下
略
之
」
「
最
前
略
之
」
な
ど
の
字
句
か
ら
抄
本

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
の
総
記
に
記
さ
れ
て
い
る

「
常
陸
国
司
解
申
二
古
老
相
伝
旧
聞
一
事
」
と
い
う
表
現
は
、
『
常
陸
国
風

土
記
』
の
編
集
に
お
い
て
、
い
か
な
る
伝
承
に
注
目
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
は
各
国
の
風
土
記
の
編
集
の
意

図
と
方
法
に
も
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
『
風
土
記
』
の
成
立

の
事
情
に
つ
い
て
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
六
年
五
月
甲
子
の
条
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
　
尾
　
登
　
喜
子

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
ハ
ケ
ヨ
　
キ
ヲ
　
　
ノ
　
　
ニ
ノ
　
ス
ル

　
　
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
二
好
字
↓
其
郡
内
所
レ
生
。
銀
銅
彩
色
草
木

　
　
　
　
　
　
ノ
ハ
ニ
セ
シ
ム
　
　
ヒ
ノ
　
　
　
ノ

　
禽
獣
魚
虫
等
物
。
具
録
二
色
目
↓
及
土
地
沃
滞
。
山
川
原
野
名
号
所
由
。

　
又
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
。
載
二
干
史
籍
一
亦
宜
二
言
上
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
の
記
事
を
、
秋
本
吉
郎
氏
は
、
次
の
よ
う
に
五
項
目
に
分
類
す
る
。

　
（
１
）
郡
郷
の
名
（
地
名
）
に
は
好
字
（
漢
字
二
字
の
嘉
き
字
）
を
著
け

　
　
　
る

　
（
２
）
　
郡
内
の
産
物
（
農
工
以
外
の
自
然
採
取
物
）
に
つ
い
て
色
目
（
物

　
　
　
産
品
目
）
を
記
す
る

　
（
３
）
　
土
地
（
農
耕
地
ま
た
は
農
耕
可
能
地
）
の
肥
沃
状
態

　
（
４
）
山
川
原
野
（
自
然
地
）
の
名
称
の
由
来

　
（
５
）
古
老
の
相
伝
す
る
旧
聞
異
事
（
伝
承
）

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
を
み
る
に
あ
た
っ
て
、
特
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
「
古
老
の
相
伝
す
る
旧
聞
異
事
（
伝
承
）
」
で
あ
る
。
こ
の
項
目
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

て
方
か
ら
す
れ
ば
、
直
接
的
に
は
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」
に
っ
い
て
の
報
告

で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
「
古
老
相
伝
旧
聞
事
」
を
中
心
に
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
「
古
老
日
」
と
い
う
字
句
に
よ
っ
て
導
か
れ
る

記
事
の
中
に
山
川
原
野
の
名
称
の
由
来
に
関
す
る
伝
承
を
載
せ
る
。
『
常
陸
国

風
土
記
』
で
は
、
「
古
老
日
」
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
「
山
川
原
野
名
号
所

由
」
と
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
と
を
一
括
的
に
編
集
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
殊
に
、
総
記
に
「
問
二
国
郡
旧
事
一
古
老
答
日
」
と

あ
る
ご
と
く
、
「
解
文
」
と
い
う
形
式
に
お
い
て
伝
承
を
編
集
す
る
際
の
視
座

で
も
あ
っ
た
。
伝
承
の
編
集
に
あ
た
っ
て
「
古
老
日
」
と
い
う
慣
用
的
表
現
が

重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
古
老
相
伝
旧
聞
事
」
の
重
層
性

を
も
示
唆
す
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
廣
川
勝
美
先
生
は
、
風
土
記
撰
進
の
官
命
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
内
容
を
有

し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
、
「
第
一
に
、
好
字
に
よ
る
郡
郷
の
改
変
、
第
二
に
、

郡
内
の
産
物
、
土
地
の
状
態
、
第
三
に
地
名
の
由
来
、
旧
聞
異
事
と
い
う
、
三

種
類
の
事
項
を
含
む
」
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
『
風
土
記
』
は

「
地
理
的
説
話
と
語
源
的
説
話
を
一
体
と
し
て
」
、
そ
の
周
囲
に
「
氏
族
的
説
話
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
儀
的
説
話
等
を
置
く
」
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
む
し
ろ
官
命
を
「
山
川
原
野
名
号
所
由
又
古
老
相
伝
旧
聞
異

事
」
と
い
う
一
項
目
の
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
「
古
老
日
」
が
、
山
川

原
野
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
の
伝
承
に
関
す
る
編
集
句
で
あ
る
と
い
う
見
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

が
可
能
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」
と
「
古
老
相
伝
旧
聞

異
事
」
と
が
重
な
り
あ
う
こ
と
こ
そ
強
調
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
官
命
で
記
す
と
こ
ろ
の
「
古
老
相
伝
」
と
い
う
語
は
中
国
地
誌
の
援
用
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
「
古
老
相
伝
昔
人
以
杖
撞
軟
便
成
井
。
」
（
『
水
経
注
』
）
、
「
古

老
相
伝
言
未
有
登
峯
者
。
」
（
『
水
経
注
』
）
、
「
古
老
相
伝
、
昔
秦
始
皇
巡
狩
、
経

塗
暫
憩
、
因
以
詔
息
為
名
。
」
（
『
初
学
記
』
）
、
「
古
老
相
伝
、
時
大
水
、
此
山
不

没
、
如
饅
、
因
以
為
名
。
」
（
『
芸
文
類
聚
』
）
な
ど
で
あ
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
』

に
お
い
て
も
、
中
国
地
誌
に
お
け
る
伝
承
の
編
集
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
と
み

て
よ
い
。
こ
の
慣
用
的
表
現
に
続
い
て
示
さ
れ
る
内
容
が
、
伝
承
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
こ
に
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
編
集
に
際
し
て
の
、

官
命
に
対
す
る
一
つ
の
理
解
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
続
日
本
紀
』
の
記
事

が
、
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」
ま
で
と
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
の
問
に
「
又
」

を
置
く
こ
と
の
意
味
も
留
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
又
」
と
い
う
字
句
を

「
そ
し
て
」
と
い
う
並
列
の
意
味
に
解
す
る
こ
と
で
、
風
土
記
撰
進
の
官
命
は

五
項
目
に
分
類
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
の
「
又
」
を
「
あ
る
い
は
」
と

い
う
換
言
の
意
味
と
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
編
集

意
図
が
読
み
と
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
、
「
山
川
原
野
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

号
所
由
」
は
、
そ
れ
自
体
が
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
と
し
て
の
伝
承
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
テ
　
　
　
　
　
ニ

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
伝
承
が
「
載
二
干
史
籍
一
亦
宜
二
一
一
一
日
上
一
」



と
い
う
官
命
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
る
こ
と
は
『
風
土
記
』
そ
の
も
の
の
方
法
と

認
め
ら
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
そ
し
て
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
が
と
っ
た
の
が

「
古
老
日
」
と
い
う
語
を
編
集
句
と
し
て
、
地
名
起
源
伝
承
と
す
る
方
法
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。
中
村
宗
彦
氏
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
地
名
起
源
伝
承
の

特
異
性
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　
　
大
陸
地
誌
に
な
ら
っ
た
地
名
沿
革
事
項
の
報
告
を
要
求
し
た
中
央
官
庁

　
　
の
意
図
に
反
し
、
被
命
者
側
国
衙
の
実
態
と
し
て
地
方
行
政
の
歴
史
の
浅

　
　
さ
か
ら
報
告
す
べ
き
資
料
や
内
容
が
乏
し
い
た
め
、
勢
い
報
告
文
書
は
簡

　
　
単
な
地
名
列
記
が
大
部
分
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た
、
故
に

　
　
官
命
第
五
項
目
「
古
老
相
伝
…
…
」
の
句
を
効
果
的
に
利
用
し
、
本
来
的

　
　
な
限
ら
れ
た
伝
承
以
外
に
、
手
先
に
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
・
伝
承
に
仮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
託
し
て
作
為
の
容
易
な
一
中
略
）
地
名
起
源
伝
承
を
行
な
っ
た
。

　
歴
史
的
事
情
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
見
解
は
「
古
老
相
伝
」
と
さ
れ
る

も
の
が
編
集
さ
れ
た
地
名
起
源
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
地
名
起
源
伝
承
の
冒
頭
に
位
置
す
る
枠
組
み
が
「
古
老
日
」
と
い
う
編
集

句
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
古
老
日
」
と
い
う
編
集
句
は
伝
承
そ
の
も
の
の
重
層

性
に
つ
い
て
示
唆
す
る
語
で
あ
る
。
廣
川
勝
美
先
生
は
、
こ
の
「
古
老
日
」
と

い
う
慣
用
的
表
現
を
、

　
　
　
「
古
老
」
は
、
広
く
伝
承
者
と
し
て
の
位
置
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、

　
　
特
定
の
土
地
と
直
結
す
る
特
定
の
話
者
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

　
　
「
古
老
日
」
と
い
う
定
式
に
お
い
て
、
旧
聞
異
事
に
つ
い
て
の
古
老
相
伝

　
　
の
体
裁
を
装
い
つ
つ
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
在
に
地
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
説
明
を
行
な
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
解
し
て
、
『
風
土
記
』
の
古
層
性
に
つ
い
て
認
め
る
上
で
の
「
導
入
定
式
と

し
て
の
編
集
句
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
「
古
老
日
」
と
い
う
語
を
編
集
句

と
し
て
み
た
と
き
、
そ
れ
が
地
誌
の
編
集
的
方
法
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
こ
の
「
古
老
日
」
と
い
う
語
を
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
承
の
冒
頭
に
配
置
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
は
地
名
に
っ
い
て
の
起
源
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
『
風
土
記
』
と
い
う
書
が
本
質
的
に
「
地
誌
」
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら

に
い
う
な
ら
ば
、
「
地
名
の
書
」
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
官
命
が
要
求
す
る

と
こ
ろ
は
、
実
態
的
な
古
老
に
よ
る
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
な
の
で
は
な
い
。

「
古
老
日
」
と
い
う
地
誌
の
慣
用
的
表
現
に
よ
っ
て
伝
承
を
編
集
す
る
こ
と
は
、

地
名
起
源
伝
承
の
み
な
ら
ず
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
い
て
抄
本
に
至
る
ま

で
一
貫
し
た
方
法
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
古
老
日
」
と
い
う
編
集
句
に
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て

地
名
起
源
伝
承
の
全
容
は
明
確
に
さ
れ
る
に
ち
が
い
な
い
。
地
名
起
源
伝
承
は

一
っ
の
独
立
性
を
持
っ
。
さ
ま
ざ
ま
な
、
地
名
起
源
伝
承
を
収
集
し
、
ま
と
ま

り
あ
る
も
の
と
し
て
編
集
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
し
か
る
べ
き
方
法
が

必
要
と
さ
れ
て
く
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
と
っ
て
、
そ
れ
が
、
「
古
老
日
」

と
い
う
伝
承
の
冒
頭
に
置
か
れ
る
編
集
句
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
枠
組
み
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

『
常
陸
国
風
土
記
』
は
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
で
「
古
老
日
」
と
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
二
一
例
あ
る
。

そ
の
中
で
地
名
起
源
伝
承
は
一
五
例
で
あ
る
。
地
名
起
源
伝
承
は
「
山
川
原
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

名
号
所
由
」
で
あ
る
と
し
て
、
そ
れ
は
神
々
や
天
皇
な
ど
の
聖
な
る
位
格
の
事

跡
の
記
事
の
内
に
組
込
ま
れ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
ら
の
言
動
が
地

名
の
起
源
と
し
て
説
明
さ
れ
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
「
古
老
日
」
と
い
う
編
集
句
に
導
か
れ
て
記
載
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
に
は
一
定
の
表
現
形
式
が
あ
る
こ
と
が
次
の
よ
う
な
二
、

三
の
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
一
　
　
一
の
部
分
は
割
注
で
あ
る
。

　
　
　
古
老
日
　
昔
　
美
麻
貴
天
皇
駅
字
之
世
　
為
三
平
二
討
東
夷
之
荒
賊
一

　
　
一
俗
云
二
阿
良
夫
流
爾
斯
母
乃
二
遣
三
新
治
国
造
祖
　
名
日
二
比
奈
良
珠

　
　
命
一
此
人
罷
到
即
穿
二
新
井
二
今
存
二
新
治
里
一
随
レ
時
致
レ
祭
一
其
水

　
　
浄
流
　
侃
以
レ
治
レ
井
　
因
着
二
郡
号
一
自
レ
爾
至
レ
今
　
其
名
不
レ
改
一
風

　
　
俗
諺
云
二
白
遠
新
治
之
国
二
く
以
下
略
之
Ｖ
　
　
　
　
　
　
（
＝
エ
ハ
頁
）

　
　
　
古
老
日
　
筑
波
之
県
古
謂
二
紀
国
一
美
万
貴
天
皇
之
世
　
遣
二
釆
女

　
　
臣
友
属
　
筑
箪
命
於
紀
国
之
国
造
一
時
筑
箪
命
云
　
欲
レ
令
身
名
者
着
レ

　
　
国
後
代
流
伝
　
即
改
二
本
号
一
更
称
二
筑
波
一
者
一
風
俗
説
云
二
握
飯
筑
波

　
　
之
国
二
く
以
下
略
之
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
八
頁
）

　
　
　
古
老
日
　
昔
在
二
国
巣
一
俗
語
都
知
久
母
又
云
二
夜
都
賀
波
岐
二
山
之

　
　
佐
伯
　
野
之
佐
伯
一
普
置
二
堀
土
窟
一
常
居
レ
穴
　
有
二
人
来
一
則
入
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

窟
而
實
之
　
其
人
去
　
更
出
レ
郊
以
遊
之
　
狼
性
臭
情
　
鼠
窺
掠
盗
　
無

　
レ
被
二
招
慰
一
彌
阻
二
風
俗
一
也
　
此
時
　
大
臣
族
黒
坂
命
　
伺
二
侯
出
遊

之
時
一
茨
競
施
二
穴
内
一
即
縦
二
騎
兵
一
急
令
二
遂
追
一
佐
伯
等
　
如
レ

常
走
二
帰
土
窟
一
壷
繁
二
茨
籟
一
衝
害
疾
死
散
　
故
取
二
茨
轟
一
以
着
二

県
名
一
一
所
レ
謂
茨
城
郡
　
今
在
二
那
珂
郡
之
西
一
古
者
　
郡
家
所
レ
置

　
即
茨
城
郡
内
　
風
俗
諺
云
二
水
泳
茨
城
之
国
二
　
　
　
　
　
　
（
四
六
頁
）

こ
れ
ら
の
記
事
は
二
っ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
伝
承
部
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ノ
ナ

　
　
　
時
、
所
、
聖
な
る
位
格
の
提
示
。

　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ノ
ナ

　
　
　
聖
な
る
位
格
の
事
跡
。

　
命
名
部
分

　
殊
に
命
名
の
部
分
は
、

　
　
「
侃
以
（
　
　
）
因
着
郡
号
　
自
爾
至
今
　
其
名
不
改
」

　
　
「
故
取
（
　
　
）
以
着
県
名
」

　
　
「
以
為
（
　
　
）
名
」

　
　
「
故
取
（
　
　
）
以
着
県
名
」

　
　
「
由
此
　
其
所
号
（
　
　
　
）
郷
」

　
　
「
以
為
（
　
　
）
因
名
（
　
　
）
」

な
ど
の
表
現
形
式
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら

に
、
そ
の
よ
う
な
地
名
が
割
注
に
お
い
て
、
地
理
的
説
明
や
語
源
的
説
明
が
加



え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
一
切
が
「
古
老
日
」
・
と
い
う
編
集
句
を
冒
頭
に
お
く
こ

と
に
よ
っ
て
一
個
の
地
名
起
源
伝
承
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
み
た
と
き
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
官
命
の
「
山
川
原
野
名
号

所
由
」
と
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
に
つ
い
て
明
確
に
伝
承
の
内
容
整
理
を
し

た
上
で
の
編
集
で
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
逆
転
さ
せ
て
考
え
た
な
ら
ば
、
「
山

川
原
野
名
号
所
由
」
と
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
と
を
伝
承
の
古
層
に
お
い
て

分
割
せ
ず
に
編
集
し
た
こ
と
こ
そ
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
始
原
的
か
つ
根
源

的
な
、
伝
承
の
重
層
性
を
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
『
風
土
記
』

が
特
定
の
時
代
に
の
み
固
定
さ
れ
た
公
文
書
で
あ
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
古

代
天
皇
制
の
枠
組
に
お
い
て
、
始
原
的
で
か
つ
根
源
的
な
、
す
な
わ
ち
、
神
話

的
な
伝
承
を
基
層
に
孕
み
つ
っ
、
そ
の
表
層
に
お
い
て
、
官
命
に
応
ず
る
公
文

書
で
あ
る
「
解
文
」
と
し
て
の
地
誌
の
あ
り
よ
う
を
提
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
「
古
老
日
」
と
い
う
編
集
句
に
よ
っ
て
地
名
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

伝
承
を
載
せ
る
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
地
誌
と
い
う
性
格
を
有
し
な
が
ら
も
、

抄
本
と
し
て
の
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
形
態
に
至
る
ま
で
個
々
の
伝
承
が
独
立

的
な
も
の
で
あ
り
、
か
っ
、
そ
れ
を
「
古
老
日
」
な
る
編
集
句
で
統
合
し
て
い

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

地
名
起
源
伝
承
は
、
聖
な
る
位
格
に
結
合
さ
せ
る
こ
と
で
、

　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

山
川
原
野
を
聖

化
し
秩
序
づ
け
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
徴
し
づ
け
が
地
名
で
あ
る
。
山
川

原
野
は
、
そ
の
地
勢
・
様
態
を
受
け
て
名
を
負
う
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
地

形
は
た
だ
単
に
可
視
的
な
風
景
と
し
て
最
初
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う

な
姿
形
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
よ
り
も
、
そ
う
在
ら
し
め

ら
れ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
不
可
視
的
な
聖
性
と
の
回
路
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

あ
る
。
そ
こ
で
は
、
名
を
負
わ
せ
て
い
く
主
体
、
す
な
わ
ち
位
格
が
重
要
な
点

と
な
る
。
特
に
、
古
代
天
皇
制
の
枠
組
の
中
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
命
名
者
の
属

性
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
地
名
の
命
名
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
土
地
に
と
っ
て
は
よ
り
神
聖
性
を
孕
ん
だ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

い
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
命
名
者
そ
の
も
の
が
聖
な
る
位
格
を
担
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
と
っ
て
の
そ

れ
は
倭
武
天
皇
で
あ
る
。
『
古
事
記
』
に
い
う
と
こ
ろ
の
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
を

殊
さ
ら
倭
武
天
皇
と
す
る
と
こ
ろ
に
こ
そ
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
地
名
起
源
伝

承
の
方
法
が
あ
る
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

　
聖
な
る
位
格
と
し
て
の
倭
武
天
皇
の
事
跡
に
関
す
る
伝
承
に
お
い
て
山
川
原

野
が
命
名
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
命
名
さ
れ
る
山
川
原
野
の
地
勢
・
様
態
と
名
称

は
地
名
の
語
義
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
、

『
常
陸
国
風
土
記
』
の
場
合
、
殊
に
、
地
理
的
説
明
は
本
行
に
お
け
る
倭
武
天

皇
の
伝
承
と
し
て
み
え
、
語
源
的
説
明
は
割
注
に
お
い
て
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
古
老
日
　
倭
武
天
皇
　
巡
二
幸
海
辺
一
行
二
至
乗
浜
一
干
レ
時
　
浜
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

　
　
之
上
　
多
乾
二
海
苔
二
俗
云
二
乃
里
二
由
レ
是
　
名
二
能
理
波
麻
之
村
一

　
　
く
以
下
略
之
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
四
頁
）

　
倭
武
天
皇
の
巡
幸
に
お
い
て
「
能
理
浜
麻
之
村
」
に
地
名
起
源
を
説
明
す
る

伝
承
で
あ
る
。
「
浜
浦
之
上
多
乾
二
海
苔
一
」
と
い
う
本
行
の
記
事
は
地
理
的
説

明
で
あ
り
、
「
俗
云
二
乃
里
一
」
と
い
う
割
注
は
、
地
名
の
起
源
に
関
わ
る
語
源

的
説
明
で
あ
る
。
こ
の
割
注
を
受
け
て
、

　
　
「
由
是
名
（
　
　
）
」

と
い
う
表
現
形
式
を
も
っ
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
名
起
源
伝
承
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
名
起
源
の
伝
承
が
、
割
注
に
示
さ
れ
た
語
源
説
明
を
鍵
と
す

る
こ
と
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
編
集
の
一
つ
の
方
法
と
考
え
て
よ
い
点
で
あ

る
。　

　
　
古
老
日
　
倭
武
天
皇
　
巡
行
過
二
干
此
郷
一
有
三
佐
伯
名
日
二
鳥
日
子
一

　
　
縁
二
其
逆
ワ
命
　
随
便
略
殺
　
即
幸
二
屋
形
野
之
帳
宮
一
車
駕
所
レ
経
之

　
　
道
狭
地
深
浅
　
取
二
悪
路
之
義
一
謂
二
之
当
麻
二
俗
云
二
多
々
支
々
斯
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
二
頁
）

　
同
じ
よ
う
に
「
当
麻
之
郷
」
の
地
名
起
源
を
説
明
す
る
際
の
鍵
と
な
る
の
は

割
注
の
「
俗
云
多
々
支
々
斯
」
と
い
う
語
源
説
明
で
あ
る
。
こ
の
割
注
と
結
合

し
て
、

　
　
「
謂
之
（
　
　
）
」

と
い
う
表
現
形
式
が
用
い
ら
れ
て
地
名
起
源
伝
承
と
な
る
。
「
取
二
悪
路
之
義
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

謂
二
之
当
麻
一
Ｌ
と
記
さ
れ
る
こ
と
の
意
義
が
こ
こ
に
は
あ
る
と
い
え
る
。
「
タ

ギ
タ
ギ
シ
」
と
い
う
語
が
命
名
の
鍵
と
な
る
。

　
こ
の
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」
と
い
う
語
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
み
な
ら
ず
、

『
古
事
記
』
の
神
代
や
景
行
天
皇
の
条
に
も
散
見
さ
れ
る
語
で
あ
る
。
『
古
事

記
』
で
は
次
の
よ
う
な
地
名
起
源
伝
承
と
し
て
記
さ
れ
る
。

　
　
　
到
二
当
芸
野
上
一
之
時
、
詔
者
、
吾
心
恒
念
二
自
レ
虚
翔
行
イ
自
今
吾
足

　
　
不
二
得
歩
↓
成
二
当
芸
当
芸
斯
玖
↓
一
自
レ
当
下
六
字
以
レ
音
一
故
、
号
二
其

　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
地
一
謂
二
当
芸
一
也
。

　
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」
と
い
う
語
に
よ
る
二
つ
の
地
名
起
源
伝
承
に
っ
い
て
、
植

垣
節
也
氏
は
、
「
別
々
の
地
の
独
立
し
た
伝
承
と
し
て
の
み
み
れ
ば
、
お
そ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

く
同
質
の
地
形
に
即
し
た
命
名
」
で
あ
る
と
説
く
。
確
か
に
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」

と
形
容
さ
れ
る
地
形
の
同
質
性
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
前
提
条

件
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
形
姿
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
い
う
よ
り
も
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」
の
語
源
的
説
明
が
地
理
的
説
明
を
喚
起
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

る
。
そ
れ
が
単
な
る
位
格
の
言
動
を
地
名
の
起
源
と
す
る
伝
承
を
生
成
す
る
の

で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
植
垣
氏
の
説
く
よ
う
に
「
命
名
由
来
を
主
と
し
、
人
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

・
事
件
を
従
と
す
る
立
場
」
と
は
別
の
視
点
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
「
命
名
由

来
」
と
「
人
物
事
件
」
を
主
従
の
関
係
に
見
る
こ
と
は
、
『
風
土
記
』
に
お
い

て
は
「
山
川
原
野
名
号
所
由
」
と
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
と
を
分
離
す
る
方

向
性
に
進
ま
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
で
は
、
『
古
事
記
』
か
ら
っ
づ
く
東
征
の



過
程
の
中
で
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
が
常
陸
国
ま
で
来
た
の
だ
と
考
え
る
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
最
初
か
ら
倭
武
天
皇
と
呼
ば
れ
る
統
治
者
と
し
て
の
存
在
性
を
読
み

と
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
地
名
起
源
伝
承
そ
の
も
の
が
、
倭
武

天
皇
な
し
に
は
な
り
た
た
ぬ
、
い
わ
ば
、
倭
武
天
皇
と
常
陸
国
の
地
勢
と
の
間

に
相
互
に
変
換
し
う
る
仕
掛
け
を
も
っ
て
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
し
て
立
ち
現

れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
「
命
名
由
来
」
と
「
人
物
事
件
」
の
主
従
関
係
で
は
な

い
。
語
源
的
説
明
と
地
理
的
説
明
が
一
体
と
し
て
あ
り
、
両
者
を
地
名
と
す
る

　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

の
は
聖
な
る
位
格
の
言
動
で
あ
る
。
そ
の
結
合
の
鍵
が
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」
と
い

う
語
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
語
に
つ
い
て
、
秋
本
吉
徳
氏
は
次
の
よ
う
に
説

い
て
い
る
。

　
　
　
土
地
の
凹
凸
・
高
低
・
深
浅
を
示
す
語
で
、
こ
の
直
後
に
「
悪
し
き

　
　
路
」
と
説
明
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
、
こ
こ
は
、
道
路
の
凹
凸
の
激

　
　
し
い
さ
ま
を
言
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
『
景
行
記
』
に
は
、
ヤ
マ
ト
タ

　
　
ケ
ル
が
東
征
の
後
、
当
芸
野
（
美
濃
国
多
芸
郡
付
近
一
に
至
り
「
今
吾
が

　
　
足
得
歩
ま
ず
、
当
芸
当
芸
斯
玖
成
り
ぬ
」
と
言
葉
を
発
し
た
か
ら
当
芸
と

　
　
名
づ
け
た
と
い
う
地
名
起
源
記
事
が
見
え
る
。
『
記
』
の
場
合
の
「
た
ぎ

　
　
た
ぎ
し
」
は
地
形
で
は
な
く
足
ど
り
を
言
っ
て
い
る
が
、
本
来
は
道
が
悪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
く
て
思
う
よ
う
に
足
が
進
ま
な
い
、
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ま
り
、
「
タ
ギ
タ
ギ
シ
」
と
い
う
語
が
、
地
勢
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う
を

示
唆
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
割
注
に
示
さ
れ
る
の
は
な
ぜ

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

か
。
本
行
の
倭
武
天
皇
の
巡
幸
伝
承
に
お
け
る
地
理
的
説
明
の
「
取
二
悪
路
之

義
一
」
の
理
解
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
が
他
な
ら
ぬ
「
当
麻
」
と

い
う
地
名
に
つ
い
て
訓
注
で
あ
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
。
訓
文
字
に
つ
い
て

そ
の
訓
実
を
示
す
の
は
割
注
の
一
つ
の
機
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
割
注
に
つ

い
て
、
橋
本
雅
之
氏
は
「
少
な
く
と
も
常
陸
国
の
人
問
に
は
説
明
す
る
必
要
の

な
い
事
柄
が
注
記
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
注
記
は
常
陸
国
に
つ
い
て
の
知
識
に
乏
し
い
人
問
、
す
な
わ
ち
中
央
官
人

（
読
み
手
）
の
理
解
の
手
助
け
の
た
め
に
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
把
握
す
る
こ

　
　
　
　
＠

と
が
で
き
る
」
の
だ
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
割
注
を
そ
の
よ
う
な
機
能
に
限

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
こ

に
こ
そ
伝
承
の
古
層
を
解
く
鍵
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
取
二
悪

路
之
義
一
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
当
麻
」
と
命
名
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
「
当

麻
」
で
あ
る
か
ら
「
取
二
悪
路
之
義
一
」
で
あ
る
。
本
行
の
地
理
的
説
明
を
割

注
の
語
源
的
説
明
が
命
名
の
原
理
に
お
い
て
地
名
起
源
伝
承
に
変
換
す
る
。
そ

れ
を
決
定
す
る
の
が
、

　
　
「
謂
之
（
　
　
）
」

と
い
う
表
現
形
式
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
単
に
地
勢
そ
の
も
の
を
地
名
と
す

る
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
に
は
、
倭
武
天
皇
と
い
う
存
在
そ
の
も
の
の
原
理
を
読

み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。
と
り
た
て
て
、
倭
武
天
皇
の
巡
幸
の
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

程
の
中
に
地
名
起
源
を
組
み
込
む
こ
と
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
編
集
の
方
法

で
あ
る
と
と
も
に
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
そ
の
も
の
の
立
場
の
表
明
で
あ
る
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
大
生
之
村
」
「
久
慈
」
の
地
名
起
源
伝
承
に
つ
い
て

も
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
古
老
日
　
倭
武
天
皇
　
坐
二
相
鹿
丘
前
宮
一
　
此
時
　
膳
炊
屋
舎
　
構
二

　
　
立
浦
浜
一
編
レ
舷
作
レ
橋
　
通
二
御
在
所
一
取
二
大
炊
之
義
一
名
二
大
生

　
　
之
村
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
四
頁
）

　
　
　
古
老
日
　
自
レ
郡
以
南
　
近
有
二
小
丘
一
体
似
二
鯨
鯛
一
倭
武
天
皇

　
　
因
名
二
久
慈
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
○
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

　
こ
こ
で
は
、
他
な
ら
ぬ
倭
武
天
皇
と
い
う
位
格
を
も
っ
て
編
集
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
常
陸
国
の
地
勢
と
倭
武
天
皇
の
身
体
性
と
が
、
相
互
補
完
的
な
関
係

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
読
み
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
次
の
伝
承
で
は

特
に
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
　
古
老
日
　
倭
武
天
皇
　
為
レ
巡
二
東
垂
一
頓
二
宿
此
野
一
有
レ
人
　
奏

　
　
日
　
野
上
群
鹿
　
無
レ
数
甚
多
　
猶
其
聾
角
　
如
二
贋
枯
之
原
一
比
二
其

　
　
吹
気
一
似
二
朝
霧
之
丘
一
又
　
海
有
二
鰻
魚
一
第
如
二
八
尺
一
井
諸
種

　
　
珍
味
　
遊
漁
利
多
者
　
於
レ
是
　
天
皇
幸
レ
野
　
遣
二
橘
皇
后
一
臨
レ
海
令

　
　
レ
漁
　
相
二
競
捕
獲
之
利
一
別
二
探
山
海
之
物
一
此
時
　
野
狩
者
　
終
日

　
　
駆
射
不
レ
得
二
一
宍
一
海
漁
者
須
隻
才
採
壷
得
二
百
味
一
焉
微
漁

　
　
已
畢
　
奉
レ
差
二
御
膳
一
時
勅
二
陪
従
一
日
　
今
日
之
遊
　
朕
与
二
家
后
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

　
　
各
就
二
野
海
一
同
争
二
祥
福
一
一
俗
語
日
二
佐
知
二
野
物
雄
レ
不
レ
得
　
而

　
　
海
味
轟
飽
喫
者
　
後
代
追
レ
跡
　
名
二
飽
田
村
一
　
　
　
（
八
八
・
九
〇
頁
）

　
こ
れ
は
、
い
わ
ば
、
「
野
物
難
レ
不
レ
得
　
而
海
味
壷
飽
喫
者
　
後
代
追
レ
跡

名
二
飽
田
村
一
」
と
言
葉
遊
び
と
も
い
え
る
伝
承
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

事
跡
を
倭
武
天
皇
に
結
合
さ
せ
て
い
る
点
は
、
常
陸
国
の
地
名
と
倭
武
天
皇
と

　
　
ペ
ル
ソ
ナ

い
う
位
格
と
が
、
相
互
補
完
的
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
本
来
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
し
て
い
た
地
名
が
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
々
、
土
地
に
は
名
が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
を
我
々
は
、
「
地
名
起
源
」
と
い
う
操
作
概
念
の
も
と
に
お
い
て
、

何
ら
か
の
解
釈
・
解
読
を
施
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
地
名
」
は
そ

の
起
源
に
遡
ろ
う
と
す
る
時
、
徹
底
的
に
そ
の
本
質
的
部
分
を
隠
そ
う
と
す
る
。

そ
の
隠
さ
れ
た
本
質
的
部
分
を
現
在
か
ら
読
む
に
は
、
手
繰
り
寄
せ
ね
ば
な
ら

な
い
糸
が
あ
る
。
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
と
っ
て
の
そ
れ
は
、
古
代
天
皇
制
と

い
う
枠
組
の
中
か
ら
放
逐
さ
れ
た
「
倭
武
天
皇
」
と
い
う
名
を
ど
の
よ
う
に
読

む
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
こ
に
は
、
そ
の
名
を
地
名
起
源
と
ど

の
よ
う
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
の
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

常
陸
国
の
地
勢
と
倭
武
天
皇
の
身
体
性
と
は
単
な
る
素
材
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
い
。
と
い
う
よ
り
も
、
伝
承
を
伝
承
と
し
て
有
機
的
に
結
合
さ
せ
る
ユ
ニ

ッ
ト
と
し
て
独
自
の
価
値
を
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
、

地
名
は
、
よ
り
聖
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、



地
名
起
源
伝
承
と
い
う
語
に
よ
っ
て
概
念
化
さ
れ

て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三

『
常
陸
国
風
土
記
』
に
お
い

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
あ
く
ま
で
も
、
古
代
天
皇
制
の
歴
史
的
な
枠
組
の

中
に
配
置
さ
れ
っ
っ
も
、
対
立
的
か
っ
相
対
的
な
位
置
を
与
え
ら
れ
た
伝
承
と

し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
地
誌
と
し
て
編
集
さ
れ
た
伝
承
の
古
層
、

と
り
も
な
お
さ
ず
「
古
老
相
伝
旧
聞
異
事
」
の
最
も
深
い
基
層
に
位
置
す
る
伝

承
を
立
ち
現
わ
そ
う
と
す
る
時
の
枠
組
が
「
古
老
日
」
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ

の
編
集
句
が
導
く
伝
承
内
容
に
お
い
て
割
注
の
語
源
的
説
明
が
担
う
意
味
は
大

き
い
。
例
え
ば
、
前
掲
の
「
飽
田
村
」
の
地
名
起
源
伝
承
に
お
い
て
割
注
が
示

す
意
味
は
、
伝
承
そ
の
も
の
の
根
幹
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
祥
福
一
俗
語
日
二
佐
知
二
野
物
難
レ
不
レ
得
　
而
海
味
蓋
飽
喫
者
　
後

　
　
代
追
レ
跡
　
名
二
飽
田
村
一

　
こ
の
割
注
は
、
「
祥
福
」
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
谷
口
雅
博
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

は
、
「
単
に
漢
語
に
対
す
る
和
語
の
訓
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
」
と
す
る

が
、
こ
の
割
注
に
対
し
て
、
「
祥
福
」
を
「
佐
知
（
サ
チ
）
」
と
和
語
に
よ
っ
て

表
し
た
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
割
注
が
担
わ
さ
れ
て
い
る

伝
承
の
古
層
へ
至
る
鍵
が
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
「
漢
語

に
対
す
る
和
語
の
訓
」
と
、
単
純
に
置
換
で
き
る
も
の
と
は
考
え
に
く
い
。
特

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

に
、
「
祥
福
」
と
い
う
漢
語
に
対
し
て
「
サ
チ
」
と
い
う
音
を
付
す
る
部
分
に

こ
そ
、
こ
の
割
注
の
本
質
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
文
体
に
つ
い
て
、
編
述
者
の
問
題
と
合
わ
せ
て
、

他
国
の
風
土
記
に
比
べ
て
漢
文
学
の
影
響
が
強
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

折
口
信
夫
氏
は
、
菅
政
友
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
て
き
た
編
述
者
、
高
橋
虫
麻

呂
・
藤
原
宇
合
の
当
否
は
別
に
し
て
、
「
藤
原
京
か
ら
奈
良
朝
に
か
け
て
の
文

人
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

　
　
　
常
陸
風
土
記
は
、
藤
原
の
都
か
ら
奈
良
朝
に
か
け
て
流
行
し
て
ゐ
て
漢

　
　
文
体
で
作
ら
れ
た
小
説
と
同
じ
様
な
態
度
で
、
作
ら
れ
て
ゐ
る
傾
き
が
見

　
　
え
る
。
其
は
、
支
那
の
小
説
・
地
誌
類
に
も
、
同
じ
態
度
は
見
え
る
が
、

　
　
此
は
更
に
甚
し
い
。
（
中
略
）
わ
が
国
の
古
い
小
説
が
さ
う
で
あ
る
如
く
、

　
　
風
土
記
に
於
い
て
も
、
歌
や
諺
を
重
大
視
し
て
ゐ
る
事
は
、
却
つ
て
漢
文

　
　
学
の
影
響
の
少
い
、
と
思
は
れ
る
出
雲
・
播
磨
の
二
風
土
記
よ
り
も
、
熱

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
烈
な
も
の
が
あ
る
。

　
ま
た
、
小
島
憲
之
氏
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
と
漢
籍
『
山
海
経
』
・
『
水
経

注
』
等
と
を
、
文
体
や
表
現
に
お
け
る
比
較
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
漢
籍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

に
み
え
る
地
誌
述
作
の
手
法
の
影
響
を
み
の
が
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
と
い

う
指
摘
を
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
漢
文
潤
色
の
問
題
と
関
わ
ら
せ
て
、
漢

語
「
祥
福
」
に
対
し
て
割
注
が
示
す
「
サ
チ
」
は
、
伝
承
の
古
層
か
ら
み
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

き
、
「
祥
福
」
の
訓
の
み
を
示
唆
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
「
佐
知
（
サ
チ
）
」

を
示
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
伝
承
の
根
幹
部
分
は
こ
の

点
に
こ
そ
認
め
ら
れ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
「
サ
チ
」
と
い
う
語
と
概
念
が
す

で
に
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
上
で
、
漢
語
「
祥
福
」
を
本
行
に
配
置
し
、
こ
の

割
注
に
よ
っ
て
漢
語
の
訓
を
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
は
、
「
飽
田
村
」
の
地
名
起
源
に
も
関
わ
っ
て
く
る
語
で
あ
る
。

伝
承
で
は
、
倭
武
天
皇
と
橘
皇
后
と
の
「
相
二
競
捕
獲
之
利
一
」
に
お
い
て
、

橘
皇
后
の
得
た
「
百
味
」
を
倭
武
天
皇
が
「
而
海
味
壷
飽
喫
者
」
こ
と
が
重
要

な
の
で
は
な
い
。
・
橘
皇
后
と
い
う
女
性
に
よ
っ
て
倭
武
天
皇
の
も
と
に
「
百

味
」
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
こ
の
伝
承
の
根
幹
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

女
性
に
よ
っ
て
、
倭
武
天
皇
と
い
う
聖
な
る
位
格
へ
出
さ
れ
る
こ
と
で
、
俗
な

る
領
域
の
「
百
味
」
は
、
「
サ
チ
」
に
変
換
す
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
変

換
の
構
造
を
担
う
語
が
「
サ
チ
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
倭
武
天
皇
と
い
う
聖

　
　
ペ
ル
ソ
ナ

な
る
位
格
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
地
名
起
源
を
示
唆

す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
地
の
聖
性
を
保
証
す
る
に
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
に

と
っ
て
は
、
倭
武
天
皇
で
な
け
祉
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
『
古
事
記
』
に
は
、
身
体
か
ら
五
穀
が
生
じ
た
と
い
う
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
よ
っ

て
殺
さ
れ
る
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ
の
伝
承
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
食
物
乞
二
大
気
津
姫
神
↓
爾
大
気
津
姫
、
自
二
鼻
口
及
尻
↓
種
種
味
物

　
　
取
出
而
、
種
種
作
具
而
進
時
、
速
須
佐
之
男
命
、
立
二
－
伺
其
態
↓
為
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
稜
汚
而
奉
進
↓
乃
殺
二
其
大
宜
津
比
売
神
↓
故
、
所
レ
殺
神
於
レ
身
生
物
者
、

　
　
於
レ
頭
生
レ
蚕
、
於
二
二
目
一
生
二
稲
種
↓
於
二
二
耳
一
生
レ
粟
、
於
レ
鼻
生
二
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
豆
↓
於
レ
陰
生
レ
麦
、
於
レ
尻
生
二
大
豆
イ

　
こ
の
伝
承
で
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
ヲ
シ
モ
ノ
を
奉
り
、
殺
さ
れ
る
オ
ホ
ゲ
ツ
ヒ
メ

は
、
犠
牲
で
あ
り
本
来
ニ
ヘ
と
し
て
神
に
捧
げ
ら
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
、
橘
皇
后
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
「
百
味
」

は
、
す
な
わ
ち
「
サ
チ
」
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
「
相
二
競
捕
獲
之
利
一
」
に
つ
い
て
の
伝
承
が
、
伝
承
を
共
有
す
る
祭
祀
共
同

体
に
お
い
て
、
カ
ミ
と
ヒ
ト
と
の
始
原
の
で
き
ご
と
と
し
て
語
ら
れ
よ
う
と
す

る
時
、
女
性
に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
る
も
の
は
、
ニ
ヘ
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
う

す
る
こ
と
で
ヒ
ト
は
、
カ
ミ
か
ら
永
遠
的
な
豊
饒
性
を
保
証
さ
れ
る
。
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
倭
武
天
皇
と
い
う
聖
な
る
位
格
の
事
跡
と
す
る
こ
と

で
聖
性
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
取
り
得
た
「
獲
物

利
」
を
倭
武
天
皇
に
奉
る
時
、
橘
皇
后
自
身
が
犠
牲
と
し
て
の
ニ
ヘ
た
る
限
り

に
お
い
て
こ
そ
、
「
獲
物
利
」
は
「
サ
チ
」
と
な
り
え
た
の
で
あ
る
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
が
有
す
る
漢
語
表
記
に
対
し
て
、
そ
れ
を
受
け
る
割
注

が
示
唆
す
る
も
の
は
、
単
に
訓
注
だ
け
で
は
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
伝
承
内

容
は
、
「
祥
福
」
を
「
佐
知
（
サ
チ
）
」
と
訓
読
す
る
の
み
な
ら
ず
、
伝
承
自
体

が
、
橘
皇
后
の
得
た
「
サ
チ
」
を
食
し
た
倭
武
天
皇
が
行
な
っ
た
発
話
で
あ
る

「
野
物
難
レ
不
レ
得
而
海
味
壷
飽
喫
者
」
が
、
「
後
世
追
レ
跡
名
二
飽
田
村
一
」



と
さ
れ
た
飽
田
村
の
地
名
起
源
に
も
な
り
得
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
命
名
方
法
を
と
る
地
名
起
源
伝
承
が
も
う
一
例
あ
る
。
こ
れ
も

倭
武
天
皇
の
事
跡
と
し
て
あ
る
。

　
　
　
助
川
駅
家
　
昔
号
二
遇
鹿
一
古
老
日
　
倭
武
天
皇
　
至
二
於
此
一
時

　
　
皇
后
参
遇
　
因
名
ム
矢
　
至
二
国
宰
久
米
大
夫
之
時
一
為
二
河
取
ワ
鮭
　
改

　
　
名
二
助
川
二
俗
語
謂
二
鮭
祖
一
為
二
須
介
二
　
　
　
　
　
（
八
六
・
八
八
頁
）

　
こ
れ
は
、
久
慈
郡
条
に
記
さ
れ
て
い
る
「
助
川
」
の
地
名
起
源
伝
承
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「
助
川
」
と
「
遇
鹿
」
の
二
つ
の
地
名
起
源
伝
承
が
、
「
昔
」
・
「
至

国
宰
久
米
大
夫
之
時
」
と
い
う
時
間
を
示
唆
す
る
語
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
い

る
。
し
か
も
、
こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
二
っ
の
地
名
が
、

「
古
老
日
」
と
い
う
編
集
句
に
よ
っ
て
結
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の

伝
承
に
お
い
て
も
倭
武
天
皇
の
事
跡
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
で
は
、
こ
の
「
遇
鹿
（
ア
フ
カ
）
」
と
い
う
地
名
に
つ
い

て
は
、
並
行
伝
承
と
し
て
行
方
郡
条
相
鹿
里
の
地
名
起
源
伝
承
と
し
て
も
記
載

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
倭
武
天
皇
之
后
　
大
橘
比
売
命
　
自
レ
倭
降
来
　
参
二
遇
此
地
一
故

　
　
謂
二
安
布
賀
之
邑
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
六
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
が
、
倭
武
天
皇
と
い
う
位
格
に
結
び
つ
け
て
、
地
名
の

起
源
伝
承
を
織
り
な
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
つ
の
特
徴
と
も
い
う
べ
き
こ
と
で

あ
る
。
肥
後
和
男
氏
は
、
特
に
こ
の
「
ア
フ
カ
」
の
地
名
に
つ
い
て
、
「
相
鹿

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

・
遇
鹿
な
ど
も
果
し
て
遇
ふ
と
い
う
意
味
か
ら
出
た
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、

そ
れ
が
、
天
皇
と
皇
后
が
お
会
ひ
に
な
ら
れ
た
場
所
と
い
ふ
や
う
に
解
釈
さ
れ

伝
承
さ
れ
て
堂
々
と
風
土
記
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
そ
の
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

承
が
公
認
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
」
で
あ
る
と
説
か
れ
る
。
地
名
起
源
伝
承

は
天
皇
の
権
威
に
よ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
な
ぜ
、
倭
武
天
皇
と
大

橘
比
売
命
と
が
会
っ
た
場
所
が
「
ア
フ
カ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
か
が
問
わ
れ

よ
う
。
単
に
二
者
が
出
会
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
地
名
の
起
源
と
な
っ
た
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
は
、
地
名
命
名
の
原
理
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
地
名
を
久
慈
郡
で
は
、
何
故
、
「
国
宰
久
米
大
夫
之
時
」

に
「
助
川
」
と
改
名
し
た
の
か
。

　
「
ア
フ
カ
」
と
い
う
地
名
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
限
ら
れ
た
地
名
で
は
な

い
。
『
肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡
条
に
は
、
逢
鹿
駅
の
起
源
を
次
の
よ
う
に
伝

承
す
る
。

　
　
　
曇
者
　
気
長
足
姫
尊
　
欲
三
征
二
伐
新
羅
一
行
幸
之
時
　
於
二
此
道
路
一

　
　
有
レ
鹿
遇
之
　
因
名
二
遇
鹿
駅
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
九
八
頁
）

　
こ
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
気
長
足
姫
尊
鹿
が
道
で
鹿
に
会
っ
た
故
に
逢
鹿
駅
と

名
付
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
二
っ
の
も
の
が
出
会
う
場
所
を
「
ア
フ
カ
」
と
い
う

地
名
を
付
す
る
『
風
土
記
』
に
お
け
る
命
名
の
論
理
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
し

か
も
、
こ
こ
に
提
示
し
た
三
カ
所
の
「
ア
フ
カ
」
は
、
い
ず
れ
も
河
川
や
海
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

に
近
い
場
所
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
助
川
や
逢
鹿
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
駅
の
置
か

れ
た
、
交
通
の
要
所
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
道
と
道
と
が
交
差
す
る
場
所
が
「
ア

フ
カ
」
な
の
で
あ
る
。
志
田
誇
一
氏
が
、
「
『
か
』
に
は
鹿
・
髪
・
梶
・
釜
・
蚊

・
香
・
日
な
ど
が
あ
る
が
、
場
所
を
意
味
す
る
接
尾
語
に
『
か
』
が
用
い
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
こ
と
に
注
目
」
す
る
こ
と
は
的
確
で
あ
ろ
う
。

　
「
ア
フ
」
に
場
所
を
示
す
接
尾
辞
「
カ
」
が
接
合
し
た
語
、
す
な
わ
ち
、
「
ア

フ
十
カ
」
を
、
こ
の
地
名
の
基
層
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
常
陸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

風
土
記
』
で
は
そ
の
地
名
の
表
層
に
お
い
て
、
聖
な
る
位
格
を
倭
武
天
皇
と
大

橘
比
売
命
に
求
め
て
、
そ
の
二
者
が
出
会
っ
た
場
所
と
い
う
伝
承
と
し
た
の
で

あ
る
。
い
わ
ば
、
二
者
が
出
会
う
伝
承
に
お
い
て
は
、
そ
の
行
為
者
が
倭
武
天

　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

皇
と
い
う
聖
な
る
位
格
で
あ
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
あ
っ
た
の
だ
と
い
え
る
。
殊

に
、
常
陸
国
の
要
所
の
地
名
起
源
伝
承
に
お
い
て
倭
武
天
皇
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
の
「
遇
鹿
（
ア
フ
カ
）
」
は
、
「
国
宰
久
米
大
夫
之
時
」
に
至
っ
て
「
助

川
」
と
改
名
す
る
。
秋
本
吉
徳
氏
は
、
こ
の
部
分
を
「
国
宰
久
米
の
大
夫
の
時

代
に
な
っ
て
、
河
で
鮭
を
取
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
助
川
と
名
を
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
と
注
す
る
。

　
伝
承
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
注
釈
は
正
し
い
。
し
か
し
、
常
陸
国
に
お
い
て

「
国
宰
久
米
大
夫
之
時
」
に
至
る
以
前
に
も
鮭
は
取
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ

と
を
前
提
と
す
る
と
、
な
ぜ
、
伝
承
で
は
殊
さ
ら
「
国
宰
久
米
大
夫
之
時
」
と

六
二

限
定
し
た
の
か
。

　
こ
の
国
宰
久
米
大
夫
に
つ
い
て
、
秋
本
吉
郎
氏
は
、
「
天
武
紀
元
年
に
河
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

国
守
来
目
臣
塩
籠
と
い
う
人
が
見
え
る
。
或
は
こ
の
人
か
。
」
と
推
定
し
て
い

る
。
志
田
誇
一
氏
は
、
国
宰
久
米
大
夫
１
１
河
内
国
守
来
目
臣
塩
籠
と
い
う
こ
と

を
前
提
に
、
朝
廷
や
天
皇
へ
の
貢
進
物
で
あ
る
海
・
水
産
物
を
記
し
た
木
簡
を

も
と
に
、
歴
史
学
的
な
立
場
か
ら
「
鮭
が
鮎
な
ど
の
水
産
物
と
と
も
に
、
賛
と

し
て
貢
進
」
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
助

川
と
国
宰
久
米
大
夫
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

　
　
　
助
川
か
ら
取
っ
た
鮭
を
遇
鹿
（
助
川
）
の
里
か
ら
、
賛
と
し
て
貢
進
し

　
　
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
国
宰
久
米
大
夫
の
時
に
な
っ
て
、
河
か
ら
鮭
を

　
　
取
っ
た
、
と
あ
る
の
は
、
賛
と
し
て
の
鮭
を
こ
の
と
き
初
め
て
取
っ
た
の

　
　
で
、
助
川
と
改
め
て
名
づ
け
た
、
と
解
釈
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
っ

　
　
ま
り
、
国
宰
久
米
大
夫
の
と
き
か
ら
、
助
川
の
鮭
が
賢
と
し
て
貢
進
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
倭
武
天
皇
に
結
び
つ
け
て
命
名
さ
れ
た
「
遇
鹿
」
か
ら
、
国
宰
久
米
大
夫
の

時
に
な
っ
て
「
助
川
」
へ
、
地
名
の
変
更
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
基
本
的
な
意
図

は
、
志
田
諺
一
氏
の
論
ず
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
地
名
起
源

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

伝
承
の
本
質
は
、
や
は
り
、
倭
武
天
皇
と
い
う
立
格
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
助
川
」
と
い
う
地
名
が
、
『
続
日
本
紀
』
の
官
命
に
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
ハ
　
ケ
ヨ
　
キ
　
ヲ

さ
れ
て
い
る
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
着
二
好
字
一
」
に
対
応
す
る
も
の
で
あ



る
と
し
て
も
、
古
代
天
皇
制
に
お
い
て
常
陸
国
の
と
ろ
う
と
す
る
立
場
や
姿
勢

は
、
中
央
の
ヤ
マ
ト
に
対
し
て
対
立
的
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な

伝
承
の
古
層
に
辿
り
？
」
う
と
す
る
と
き
に
、
改
め
て
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い

点
が
割
注
に
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
に
、
こ
の
地
名
起
源
伝
承
に
お

い
て
、
割
注
が
、
と
り
た
て
て
「
鮭
」
を
「
須
介
（
ス
ケ
）
」
と
一
字
一
音
に

よ
っ
て
訓
注
を
付
す
こ
と
の
意
義
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
鵜
殿
正
元

氏
は
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
他
の
用
例
を
引
い
た
上
で
、
割
注
の
示
す
一
字

一
音
表
記
に
つ
い
て
「
口
諦
詞
章
の
要
素
を
之
等
の
俗
語
に
よ
つ
て
み
る
こ
と

が
出
来
る
」
と
し
て
、
そ
の
価
値
を
「
古
代
国
語
音
の
正
訓
が
か
な
り
明
瞭
に

さ
れ
た
と
共
に
、
そ
の
用
字
法
に
っ
い
て
も
万
葉
集
の
訓
点
な
ど
・
比
較
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

決
し
て
劣
ら
ぬ
口
諦
的
価
値
の
あ
る
用
例
で
あ
る
。
」
と
論
じ
る
。

　
こ
の
伝
承
で
、
「
鮭
」
を
「
須
介
」
と
一
字
一
音
に
よ
る
訓
注
を
割
注
で
示

す
こ
と
の
意
味
は
、
「
助
川
」
と
い
う
地
名
そ
の
も
の
に
結
合
す
る
に
ち
が
い

な
い
。
伝
承
が
示
唆
す
る
基
本
的
な
部
分
で
、
国
宰
久
米
大
夫
の
時
に
鮭
を
貢

進
し
た
こ
と
が
地
名
変
更
の
理
由
で
あ
っ
た
と
認
識
し
た
と
し
て
も
、
「
助
川
」

な
る
地
名
の
根
本
と
し
て
、
「
俗
」
に
よ
る
語
の
「
ス
ケ
」
が
な
け
れ
ば
、
「
助

川
」
と
い
う
地
名
の
命
名
は
あ
り
え
な
い
。
鮭
を
取
っ
た
川
で
あ
る
な
ら
ば

「
サ
ケ
カ
ワ
」
で
あ
っ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
谷
口
雅
博
氏
は
、
「
こ
の
地
に
お

け
る
独
特
の
言
い
ま
わ
し
を
記
す
も
の
で
、
（
中
略
二
助
川
一
の
名
称
に
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

ら
せ
、
補
足
的
に
説
明
す
る
役
割
を
持
っ
て
い
る
。
」
と
考
察
す
る
。
こ
の
場

　
　
　
　
　
『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

合
「
補
足
的
な
割
注
」
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

川
で
鮭
が
取
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
俗
」
に
よ
っ
て
「
鮭
」
を
「
ス
ケ
」
と
馴

化
し
た
語
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
地
名
と
し
て
の
「
助
川
」
は
、
存
在
理
由
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
Ｏ

持
ち
得
な
い
し
、
こ
こ
に
「
鮭
祖
為
須
介
（
ス
ケ
）
」
と
一
字
一
音
表
記
に
よ

っ
て
、
割
注
で
記
す
蓋
然
性
が
生
じ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
割
注
に
よ
っ
て
「
須
介
（
ス
ケ
）
」
と
記
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
は
、
「
助
川
」
と
い
う
語
を
も
っ
て
地
名
と
す
る
、
地
名
命
名
に
お
い
て

の
鍵
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
と
い
え
る
。
割
注
は
「
サ
ケ
」
に

対
す
る
「
ス
ケ
」
を
指
す
こ
と
で
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
地
名
の
起
源
に
っ
い

て
の
保
証
を
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ら
に
い
う
な
ら
ば
、
こ
の
改
名
を
も

含
ん
だ
地
の
地
名
起
源
伝
承
に
よ
っ
て
、
常
陸
国
と
倭
武
天
皇
と
の
結
び
付
き

の
あ
り
か
た
を
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
古
代
天
皇
制
の
枠
組
の
中
に
あ
っ
て
、
東
国
常
陸

国
を
権
威
づ
け
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
中
央
の
ヤ
マ
ト
か
ら
放
逐
さ
れ
た
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
命
を
「
倭
武
天
皇
」
と
す
る
こ
と
で
達
成
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
ル
ソ
ナ

れ
ゆ
え
に
、
常
陸
国
の
地
名
起
源
伝
承
に
お
い
て
聖
な
る
位
格
を
担
わ
さ
れ
る

の
は
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
自

ら
の
属
す
る
祭
祀
共
同
体
か
ら
追
わ
れ
た
モ
ノ
が
、
定
住
の
地
を
求
め
て
や
が

て
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
こ
と
に
も
似
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
ム
レ
か

ら
放
遂
さ
れ
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
命
が
、
定
住
す
る
地
が
他
な
ら
ぬ
常
陸
国
で
あ
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『
常
陸
国
風
土
記
』
地
名
起
源
伝
承
考

っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
根
本
原
理
と

し
て
『
常
陸
国
風
土
記
』
は
、
地
名
起
源
伝
承
を
織
り
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
再
度
強
調
し
て
お
け
ば
、
そ
れ
ら
の
地
名
起
源
伝
承
は
、
「
古
老

日
」
と
い
う
編
集
句
を
伝
承
の
冒
頭
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
地
名
起
源
伝
承

た
り
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
伝
承
編
集
の

方
法
は
そ
こ
に
あ
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
注

　
¢
　
黒
板
勝
美
・
国
史
大
系
編
集
会
『
新
訂
増
補
　
続
日
本
紀
　
前
篇
』
吉
川
弘
文
館
、

　
　
一
九
八
三
年
、
五
二
頁
。

　
　
　
秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
風
土
記
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
年
、

　
　
九
－
十
頁
。

　
　
廣
川
勝
美
「
皿
神
話
の
鍵
語
と
様
式
」
、
廣
川
勝
美
・
駒
木
　
敏
『
儀
礼
言
語
の

　
　
様
式
』
桜
楓
社
、
一
九
八
九
年
、
ニ
ハ
一
－
一
六
二
頁
。

　
　
　
中
村
宗
彦
『
古
代
説
話
の
解
釈
』
明
治
書
院
、
一
九
八
五
年
、
四
七
頁
。

　
　
　
前
掲
書
　
、
一
六
五
頁
。

　
＠
倉
野
憲
司
他
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
古
事
記
　
祝
詞
』
岩
波
書
店
、
一
九

　
　
五
八
年
、
二
一
八
頁
。

　
¢
　
植
垣
節
也
「
４
　
風
土
記
」
、
市
古
貞
次
編
『
日
本
文
学
全
史
－
　
上
代
』
所
収
、

　
　
学
燈
社
、
一
九
七
八
年
、
二
二
二
頁
。

　
＠
　
同
書
、
二
二
二
頁
。

　
　
　
秋
本
吉
徳
『
風
土
記
（
一
）
全
訳
注
　
常
陸
国
風
土
記
』
講
談
社
、
一
九
七
九
年
、

　
　
九
九
頁
。

　
＠
橋
本
雅
之
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
訓
釈
二
題
」
『
風
土
記
研
究
』
第
一
号
所
収
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

　
九
八
五
年
、
兵
庫
教
育
大
学
国
文
学
研
究
室
。

◎
　
谷
口
雅
博
「
『
常
陸
国
風
土
記
』
記
載
「
風
俗
諺
」
の
成
立
」
『
日
本
文
学
論
究
』

　
第
四
六
冊
所
収
、
一
九
八
七
年
、
国
学
院
大
学
国
語
国
学
会
。

＠
　
折
口
信
夫
「
風
土
記
の
古
代
生
活
」
『
祈
口
信
夫
全
集
　
第
八
巻
　
国
文
学
篇
－

　
所
収
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
六
年
、
一
八
八
頁
。

＠
　
小
島
憲
之
『
上
代
日
本
文
学
と
中
国
文
学
　
上
』
塙
書
房
、
一
九
六
二
年
、
六
二

　
一
一
頁
。

＠
　
前
掲
書
＠
、
八
四
頁
。

＠
　
肥
後
和
男
『
風
土
記
抄
』
弘
文
堂
、
一
九
四
二
年
、
九
三
頁
。

＠
　
志
田
誇
一
『
風
土
記
の
世
界
』
教
育
社
、
一
九
七
九
年
、
一
九
四
頁
。

＠
　
前
掲
書
　
、
一
六
八
頁
。

ゆ
　
前
掲
書
　
、
八
七
頁
、
頭
注
。

＠
　
前
掲
書
＠
、
一
九
八
頁
。

ゆ
　
鵜
殿
正
元
『
増
補
　
古
風
土
記
研
究
』
泉
文
堂
、
一
九
七
一
年
、
八
九
－
九
〇
頁
。

＠
　
前
掲
論
文
＠
。

　
　
尚
、
本
論
文
に
お
い
て
引
用
し
た
『
常
陸
国
風
土
記
』
『
肥
前
国
風
土
記
』
本
文

　
に
つ
い
て
は
、
秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
　
風
土
記
－
岩
波
書
店
、
一

　
九
五
八
年
発
行
に
拠
る
。
（
　
）
内
は
そ
の
頁
数
を
示
す
。
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